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「舶用機関整備管理システム」マニュアル

【概要】

「舶用機関整備管理システム」は、舶用機関整備業務の合理化のため作成

しました。このシステムではデータベース機能を用いて、一度入力したデー

タの再利用、入力作業の簡素化などにより事務の合理化を行い、出来るだけ

ペーパーレスにして、資源やスペースの無駄を省こうとするものです。

このシステムの主な機能は次のとおりです

１）データの管理

顧客データ、船舶・機関データ、定期メンテナンスデータなどをコンピ

ューターに記録し、必要なときに素早く取り出しチェックすることが出来

ます。

２）事務処理補助機能

次のことが出来ます。

・定期メンテナンス結果入力作業の合理化及びそのデータを用いた次回メ

ンテナンス時期のチェック、整備協会通知データの作成

・ＳＳ整備点検記録作成の合理化

・日報入力作業の合理化及び日報データを用いた納品書、請求書の作成

３）印刷機能

定期メンテナンス報告書、納品書、請求書の印刷が出来るほか、それら

の印刷記録を元にタックシールに宛名印刷も出来ます。

なお、フォルダ「mesa¥help」の中に「help.html」があります。ダブルクリックすると

インターネットエクスプローラでマニュアルを見ることが出来ます。目次と各説明がリン

クしているなど読みたい部分を素早く見つけることが出来るのでご利用下さい。
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１．動作条件

このプログラムは、Windowd XP Professional SP2 、Windows Vista Business および

Windowd ７ Professionalで動作確認を行っています。

ハードディスクにインストールする場合の必要な空き容量は、プログラム本体が８０

メガバイトです。データに必要な容量は、使い方により大きく変わりますが、数ギガバ

イトで十分と思われます。

このシステムは、データベース管理プログラムMySQL（5.1.30）を利用しています。

他のソフトで MySQL を使用している場合、この「舶用機関整備管理システム」使用す

ることができません。

このプログラムは、ＵＳＢメモリーをコンピューターに差し込み、一部の共用ファイ

ルをハードディスクにコピーする事で使用出来ます。この場合、入力したデータはＵＳ

Ｂメモリに保存されます。試験的に使う場合はそのままで十分運用できますが、本格的

に運用する場合にはＵＳＢ内の全フォルダー、ファイルをハードディスクにコピーして

お使い下さい。その際には試験的に入力したデータも用いることができます。

画面の画素数は通常のノートブックの 1024 × 780 で使えるようにしています。操作

画面は大きさを固定していますので、これより小さい画素数では使えません。

このプログラムを運用して動作の不具合などが見つかった場合は、当協会にご連絡く

ださい。動作の不具合についてはできるだけ速やかに修正する様にいたします。

なお、このプログラムの運用に関連して損害が生じても、当協会では保証できません。

予めご了承お願いいたします。

２．インストール

１）ＵＳＢメモリで運用する場合

ＵＳＢメモリーの中のフォルダ Mesa の中の「OCXreg.bat」を実行してください。C
ドライブにフォルダ「Mesa」が作られ、そこに共用ファイルがコピーされ、更にレ

ジストリに登録されます。

「OCXreg.bat」の実行手順は次のとおりです。

① スタートメニュー－＞すべてのプログラム－＞アクセサリ を選択

② アクセサリの中のコマンドプロンプトを右クリックし「管理者として実行」

をクリック、「ユーザーアカウント制御」で「はい」をクリック

③アクセサリにある「コマンドプロンプト」にカーソルを当て右クリックする

④管理者として実行をクリック

⑤ＵＳＢメモリのドライブ Noが E の場合、「E:¥mesa¥OCXreg.bat」と入力してリ

ターンキーを押す。（入力カーソルは「>」の次。）

なお、Windows XPの場合③は右クリックではなく左クリック、④は必要ありません。

２）ハードディスクにコピーして運用する場合

まず、ＵＳＢメモリの中のフォルダ「Mesa」をフォルダごと C ドライブにコピー

し、その後、 C ドライブフォルダ「Mesa」中の「OCXreg.bat」を実行してください。

ＵＳＢメモリで試験運用していた場合も、同様にフォルダごと C ドライブにコピー

し、「OCXreg.bat」を実行してください。「OCXreg.bat」を実行するときのドライブ No
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は C になります。

３．起動など

プログラムの起動は MySQL、「Mesa.exe」の順に行う必要があります。プログラムを

起動する際、ウィルス対策ソフト、ファイアウォールの設定によっては MySQL、
「Mesa.exe」それぞれについてを動作させてよいか聞いてきますのでＯＫして下さい。

１）MySQLの起動

フォルダ「Mesa」の中の「mysql_strat.bat」をダブルクリックして MySQL を起動

してください。この際出来る MS-DOS プロンプトは消さず、最小化するようにして

ください。MySQL を停止する場合は、フォルダ「Mesa」にある「mysql_stop.bat」を

ダブルクリックします。

ＵＳＢメモリーを取り外す場合、管理システムを終了するだけでなく、MySQL を

停止しないと「安全に取り外し」できませんのでご注意下さい。

プログラムをハードディスクにコピーし、本格運用する場合には、MySQL をコン

ピュータの起動の際自動的に起動するようにした方が便利です。自動起動にする場合、

フォルダ「Mesa」中のフォルダ「MySQL」にある「mysql_installservice.bat」を使い

ます。

Windows XP では

スタートメニュー→マイコンピュータ→ローカルディスク(c)→ mesa→ mysql
と選択しその中の「mysql_installservice」（設定より「mysql_installservice.bat」と表

示される）をダブルクリックして下さい。

Windows VistaとWindows 7では次の手順で行って下さい。

① スタートメニュー－＞すべてのプログラム－＞アクセサリ を選択

② アクセサリの中のコマンドプロンプトを右クリックし「管理者として実行」

をクリック、「ユーザーアカウント制御」で「はい」をクリック

③ コマンドプロンプトの中で「cd c:¥mesa¥mysql」と入力しリターンキーを押す

（cd の後ろは半角スペ

ー ス ）。 次 に

「mysql_installservice.bat」
と入力しリターンキー

を押す。最後に「mysql
サービスは正常に開始

されました」と表示さ

れますので、コマンド

プロンプトを閉じて下

さい。
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一度設定すれば次からは自動起動するようになります。

MySQL を起動したコンピューターは、ＬＡＮで接続している他のコンピュータに

対しサーバーとして機能します。フォルダー「Mesa」を他のコンピューターにコピ

ーし、必要な接続設定【９．１）を参照のこと】をすることにより、そのコンピュー

ターで同じデータを使って作業することができます。この場合 MySQL を不用意に停

止しますと他のコンピュータで作業した内容が無駄になる可能性があります。ご注意

下さい。

２）舶用機関整備管理システムの起動

「Mesa」フォルダーにある「mesa.exe」をダブルクリックして起動します。
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４．ログイン

所属と氏名を選んでログイン

ボタンをクリックします。仮設

定のパスワードは管理部門、そ

の他システム管理者が「12345」、
技術部門の者が「54321」です。

パスワード、権限は個人別に

設定されます。設定した権限に

より、従業員（パスワード、権

限を含む）の登録、データのバ

ックアップと復元はシステム管

理者のみ、請求済みの請求書の

変更はシステム管理者と経理担

当者（管理部門）しかできない

ようになっています。

実際に運用する際には、最初

に従業員の登録が必要です。シ

ステム管理者（初期設定では所属：その他、ユーザー：システム管理者）としてログイ

ンし、従業員登録、パスワード、権限の設定を行ってください。【７．５）を参照のこ

と】
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５．各部の説明

メインメニューは、次の４ページにわかれています。各ページは上のタグをクリック

すると切り替わり、ページ内のボタンをクリックすると操作画面が表示されます。作業

管理、請求・売上管理は通常の業務、基本データは顧客、船舶データの登録など、シス

テム管理は接続の設定、データのバックアップなどを行う際に使います。

作業管理メニュー 請求売掛管理メニュー

基本データメニュー システム管理メニュー
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基本的な作業な流れは次の通りです。各作業は下図のメインメニューのボタンクリッ

クして行いますが、工事登録せずに日報作成に入ってしまった場合にも工事登録画面を

呼び出せるなど、必要な場合は元に戻ってデータ入力することもできます。

請求書作成 売掛管理

日報作成・使用部品登録

部品管理

工事登録

定期メンテナンス

点 検 整 備 記 録

ＳＳ点検記録

１）工事登録

日報の作成、定期メンテナンス記録の作成などの際、あらかじめ工事登録した船主

と船名のみが表示され、選択出来るようになっています。従って工事登録では船主と

船名だけ入力すれば他の作業は行えますが、工事区分、工事開始、終了時期、工事費

（請負あるいは目標値）、忘備用の記事も入力でき、必要な場合に参照できます。

工事終了、請求

書作成終了した場

合は、該当個所に

チェックを入れる

ことにより、日報、

請求書などの入力

で、選択画面に表

示されなくなりま

す。

画面は、下部の

表が一覧、上部が

データの編集用の

個別データの欄で

す。個別データの

船主、船名、工事

区分は、基本デー

タ登録されたもの

が表示され、選択

できます。

一覧表に表示す

るデータの切り替

え、検索・絞込は、選択の項目のチェックを変更することで行います。

船主、船名が重複して登録された場合、日報の作成画面等でも重複して表示されま

すので、必要に応じ整理してください。（工事区分は表示されません。）
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２）日報作成・使用部品登録

メインメニューの作業日報ボタンをクリックすると、まず、作業日報管理画面が表

示されます。日報管理画面では選択した作業月、担当者の入力済み日報が表示されま

す。新しく日報を作成する場合は「新規入力」ボタン、入力済み日報を変更する場合

は、表の該当行をクリック・選択した後「日報変更」ボタンをクリックします。
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日報入力画面では、まず開始時刻と終了時刻を入力して下さい。開始時刻と終了時

刻が逆になっている時など正しく入力されていないと、エラー表示が出て保存できま

せん。

船主、船名は工事登録したもの（工事終了となっていないもの）が表示されるので

選択してください。必要な船主、船名が登録されていない場合は、この画面から工事

登録画面を表示し、登録することもできます。

作業部位、作業項目、作業内容は、「基本データ」の「作業項目」【７．３）を参照

のこと】で入力したデータを選択入力するようになっています。一部すでに入力して

ありますが、会社の実情にあわせ、予め入力または変更しておいてください。
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部品については作業登録した船毎に「交換部品等」ボタンをクリックすると、部品

入出庫画面が表示されるので、そこで入力します。

部品入出庫画面では、下部の表から部品を選択しクリックすると上の表にコピーさ

れますので、数量を入力して下さい。必要な時は単価も変更できます。下部の表に部

品が表示されない場合（登録されていない）は、「新規部品登録」ボタンをクリック

し追加します。【新規部品登録は ５）を参照のこと】

なお、日報入力画面から部品入出庫画面を呼び出したときは、入出庫、船主、船名

等の変更は出来ません。
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３）納品書・請求書作成

既存の納品書・請求書を変更する場合は、４）売掛管理で一覧表を表示し、変更対

象を選択してください。

「請求先」（船主）を選択すると、工事中の船舶が表示され、「船舶」を選択すると

日報で入力した作業内容と交換部品等が表示されます。（表の上のタグをクリックす

ると作業内容と交換部品が入れ替わり表示される。）

「選択行コピー」または「全部コピー」ボタンをクリックすると、該当箇所が下の

請求内容のところにコピーされます。（「金額計算」をクリックすると工事毎の小計と

請求合計が計算入力されます。）

船名・工事、工事内容・使用部品の欄などについては印刷前に必要な修正を行って

ください。（修正しても元の作業内容、交換部品のデータは変更されません。ただし、

請求書番号が付けられますので、請求書にコピーしたかどうかはチェックできます。）

また、「挿入」ボタンをクリックすると空白行が挿入され、そこに、説明、記事など

を追加することができます。

立て替えた検査手数料など消費税のかからないものは、該当行を選択して「消費税」

ボタンをクリックして下さい。工事内容・使用部品の欄に(消費税なし)と記載され、

金額計算の際、消費税が参入されません。

値引きについては、右下の枠に記入してください。「金額計算」のクリックすると

値引き後の金額、消費税、請求金額が計算計算されます。
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請求書は２ページしか印刷できません。２ページに収まらない場合は請求書を分け

て下さい。また、印刷行数が１ページに収まらない場合、値引き後金額、消費税、請

求金額等は一括して２ページ目の最後に印刷されるようになっています。

「請求済み」をクリックしチェックを入れると、請求書の内容は確定され、経理担

当者、システム管理者以外は変更できないようになります。

４）売掛管理

「請求時期」と「船主」を入力すると該当する請求書が表示されます。「船主」に

ついては、分類の他、名前又は口座名（一部で可）で絞り込むことができます。

入金があった場合は、請求書を選択し入金額を金額欄に入力します。入金により残

額が０となった場合は、データを保存する際に入金済み処理にチェックが入ります。

なお、入金欄の口座は、自社の入金口座です。

「入金履歴」ボタンをクリックすると過去の入金状況（分割払いの時など）が表示

されます。
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５）部品管理

設備、メーカー、機種、部位大分類、部位小分類ごとに部品を登録し、在庫管理な

どを行います。分類の構成は下記の通りです。

メーカー 機種

設備

部位大分類 部位小分類

例えば設備に機関を選択した場合、機関のメーカー、そのメーカーの機種が選択さ

れ、メーカーとは無関係に機関の部位大分類とその大分類に属する部位小分類が選択

され、それらに所属する部品が表示されます。

部品の名称、メーカーコードなどについては表の中で直接編集します。新しい部品

を追加する場合は挿入ボタンをクリックした後、追加された行に入力てください。た

だし、同じメーカーの部品など機種が変わっても同じような部品がある場合は、対象

部品を選択し「コピー・移動」ボタンをクリックすることによりコピー・移動ができ、

それに必要な修正を行うことで楽に登録することができます。

コピー、移動の手順は次のとおりです。

①対象部品選択 ②「コピー・移動」ボタンをクリック ③機種を変更し、部品欄

をクリックしてコピー・移動先を選択 ④「コピー」または「移動」ボタンクリック
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設備、メーカー、機種の編集

は「メーカー・機種編集」ボタ

ンをクリックすることで編集画

面（右図）が表示されます。設

備に属する大小部位の編集は、

部品管理画面（前ページ）のま

ま表を直接編集します。追加・

削除が必要なときは「挿入」「削

除」ボタンをクリックします。

部品管理で、「仕入・庫出」ボタンをク

リックすると、仕入、庫出の入力ができま

す。（図は８ページ）ただし、庫出しは通

常日報作成で入力されると思います。

部品の表で部品選択（各部品が表示され

ている行のどこかをクリック）し「履歴」

ボタンをクリックすると入出庫履歴が表示

されます。
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部品管理の部品表中の図ファイル名の欄をクリックすると部品図ファイル選択ダイ

アログが表示されますので選択してください。部品図の表示は「部品図表示」ボタン

のクリックです。なお、部品図は予め各コンピューター毎にフォルダー「Mesa」の

下のフォルダー「images」に保存しておいて下さい。
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６）点検整備記録

左上の対象の欄で定期メンテナンスとＳＳ点検記録を選択します。点検日（前回か

次予定）と期間を指定して実施記録・予定を表示します。船主及び記事の内容（定期

メンテナンスのみ）で表の表示対象を絞り込むことができます。

新しく報告書を作成する場合は「報告書作成」ボタンをクリック、内容を変更する

場合は、表の該当行をクリック・選択した後「報告書変更」ボタンをクリックします。

「点検結果印刷」ボタンをクリックすると報告書のプレビュー画面が表示され、プ

レビュー画面でメニューの印刷をクリックすることで印刷できます。

定期メンテナンスについては、「MESA 報告データ」をクリックして表のデータが

協会提出用のフォーマットでｃｓｖファイル（Ｅｘｃｅｌ、メモ帳等でも表示、編集

可能な標準データファイル）に保存できます。添付ファイルにしてメールで当協会に

お送りいただけます。
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定期メンテナンス入力画面では、点検結果は選択または選択欄の右の枠に数字を入

力することで行えます。なれてくると、数字入力の方が簡単と思います。
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ＳＳ整備点検記録は、該当項目にチェック、取替部分のＮｏ等の他、備考の空欄に

適宜記事を記入するようにしてください。記入画面は全部で４ページあります。
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６．宛名のタックシール印刷

納品・請求書、定期メンテナンス報告書の印刷プレビュー画面で、印刷する際に宛

名印刷設定で宛名印刷するを選択しておくと、印刷対象として登録されます。

印刷対象選択画面では、印刷済み・未了、期間（納品・請求日、定期メンテナンス

実施日）、印刷対象に対応するものが画面に表示されます。（先に印刷対象として登録

したものは印刷未了として表示される。）

置換・追加について、例えば、納品書用と請求書用の宛名を一括印刷するときは、

まず、置換を選択し納品用宛名を表示し、次に追加を選択して請求書データを表示さ

せて、納品書用宛名と請求書用宛名を追加します。（置換のままでは、納品書用と請

求書用が入れ替わってしまいますのでご注意下さい。）

納品書等の登録データ、年賀状等の既印刷データを用いず、一社ずつ登録する場合

は、印刷対象個別選択ボタンをクリックして下さい。

選択した宛名の削除は、左端にチェックをして、削除ボタンをクリックして下さい。

重複ボタンをクリックすると複数登録されてしまった宛名にチェックが入りますので

確認の上削除して下さい。

選択作業を中断する場合は保存ボタンをクリックして下さい。印刷未了データとし

て保存されます。この際個別に登録したものは印刷対象がその他となります。

印刷プレビュー画面でタックシール用紙の選択が出来ます。２列４行、２列５行、

２列６行の３種類の用紙設定が出来ます。
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７．基本データの入力

工事登録、日報入力その他このシステムで使用する基本データを登録します。このシ

ステムは、通常のリレーショナルデータベースアプリケーションと同様に、各データに

コード（番号）が付けられており、顧客名等の基本データを工事登録などで使用する際

は、コードだけで関連付けを行っています。この為、ここの内容を編集すると、これま

でに保存したデータも遡って変更されるのでご注意下さい。（例えば、顧客名簿で会社

名を「新井」から「石田」に変更するとこれまで納品・請求書などで「新井」と表示さ

れていたものが全部「石田」に変わります。従って名称変更があった場合に、古いデー

タを「新井」のまま表示するためには、「石田」を新しく登録し、住所などの関連デー

タも入力する必要があります。）

基本データ入力メニュー
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１）顧客名簿

工事登録で表示される船主と所属船舶を登録します。船主情報は分類と会社名及び

請求書用の住所などを入力すれば、他の作業に支障ありませんが、担当者、電話番号、

入金口座などは必要に応じ入力します。このデータは、定期メンテナンス対象船主に

通知するためのタックシール印刷などにも使われます。また excel や他の住所録とデ

ータの共有が出来るようｃｓｖファイルに書き出すことが出来ます。
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２）船舶登録

船舶の詳細な要目、工事履歴などのデータを記録、表示できます。ただし、船名以

外のデータは入力しなくても他の作業に支障ありません。

新しく船舶を登録する場合は、まず船主を選択し、所属船舶のところの新規船舶ボ

タンをクリックして行ってください。船名が「新規船舶」として仮登録されるので、

正しい船名を入れた後、要目を入力してください。新規船舶ボタンをクリックせずに

入力したデータは保存されないのでご注意下さい。（顧客名簿の所属船舶の追加ボタ

ンをクリックして船舶登録する場合は予め「新規船舶」として仮登録されています。）

既存の船舶データを変更した場合は、保存ボタンをクリックして下さい。
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３）作業項目

日報入力の際、選択入力するためのデータを入力します。作業部位（大分類）、作

業項目（小分類）、作業内容としてデータを入力するようになっておりますが、大分

類を部位でなく作業分類（定期検査工事、海難工事）などとしても問題はありません。

日報、請求書の作成などを考慮し、実情にあわせて入力して下さい。（請求用データ

だけでなく棚卸しなど、自社のための作業も入れられます。）

作業部位の番号１はブランクになっていますが、消去しないでください。日報の未

入力部分で作業部位をブランクにするため使用しています。
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４）コードの編集

上の項目名を選択して、表の内容を

編集します。

工事区分：工事登録画面で使用しま

す。0：空白～ 6：予備検

査はＳＳ整備点検記録で

使っていますので変更し

ないでください。

船舶用途：船舶登録画面で使用しま

す。1：旅客船～ 11：その

他はＳＳ整備点検記録で

使っていますので変更し

ないでください。

航行区域：同上。1：遠洋～ 10：第３

種まではＳＳ整備点検記

録で使っていますので変

更しないでください。

舶用機関整備士資格：社員登録画面、

定期メンテナンス報告な

どで使用されます。

点検区分：定期点検記録作成画面、

定期メンテナンス報告な

どで使用されます。

点検記号： 同上

顧客分類：顧客名簿作成画面で使用されます。地域別にするなど実情にあわせ変更

してください。

組織：社員登録画面などで使用します。実際の組織にあわせて変更してください。

法人格、敬称、端数処理区分、単位分類、機関用途は現在使用していません。
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５）社員登録

社員登録はシステム管理者にしかできません。表に中に、必要項目（所属 Noと Pwd
の欄を除く）を入力してください。所属 No は氏名を入力するとに左上選択されてい

る部署の番号が入ります。

番号は表示の順を指定します。

資格の欄をクリックすると資格リストが表示されるので、選択します。

権限は 10がシステム管理者、1が経理担当者、0が一般職員になります。ただし、

システム管理者については所属、名前の変更はできますが、追加はできません。また、

削除するとシステム管理権限を持つものがなくなり、社員登録できなくなりますので

ご注意下さい。

パスワードの設定、変更はシステム管理者が MySQL を起動しているコンピュータ

から行わないとエラーになります。表から対象者を選択して、「パスワード設定」ボ

タンの右の欄に入力の後「パスワード設定」ボタンをクリックします。パスワードは

表示されませんので忘れないようにして下さい。変更も同じやり方で出来、変更前の

パスワードは不要です。パスワードの欄が「*」となっているものはパスワードが設

定されておらず、ログインできません。
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６）自社情報

納品書、請求書に表示するデータです。入金口座は、入金記録の際にも使用します。
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８．各入力画面に共通な事項の説明

数値入力：数値の入力は半角数字だけを入力する必要があります。数値入力欄では

数字以外は入力できない様にし、ＩＭＥ（日本語入力システム）も off となる

ように設定していますが、何かの拍子にＩＭＥが on になり全角入力した場合、

数字以外に単位などの文字を入力された場合、正常に保存できません。（カンマ

は請求書など一部のものに入力できますが、それ以外は入力できません。）

表に表示するデータ：表に表示されるデータは、件数が多い場合スクロールしてみる

ことになりますが、多過ぎると表の中から目的とするデータを探すのは大変で

す。このシステムでは５０件を超えた場合、原則として５０件目以降のデータ

は表示されません。データが５０件以上ある場合は検索、絞り込み機能を使っ

て、表示されるデータを絞って下さい。

検索：船主、船名その他いろいろな条件で検索、絞り込みを行えるようになっていま

す。日にちなどを除き、一部を入力するとそれを含むデータを全部表示します。

例えば「山」と入力して検索すると「山本」、「山下」、「栗山」、「石山寺」など

が表示されます。検索・絞込は「絞り込み」ボタンがあるときは（工事登録画

面など）それをクリックした時、リストから選択するときは選択と同時に、船

名など一部を入力する場合は文字確定後リターンキーを押すなどにより実行さ

れます。

なお、複数の検索項目がある場合、各欄に入力したものは「ａｎｄ」の条件

で検索・絞込みされます。（全検索・絞込に共通）

データナビゲーションボタン（＋、－、▲などのボタンが多数横に並んだもの。）：デ

ータの挿入、削除、編集、確定などの操作を行います。「説明」ボタンをクリッ

クすると各ボタンの機能が表示されます。

カレンダー：日にち入力欄をクリックすると表示され、クリックした日にちが欄に入

力されます。ダブルクリックすると消えます。月を移動する場合などでクリッ

クスピードが速いと消えてしまいますのでご注意下さい。

月の移動：月を入力する欄の変更は下の＜、＞のボタンをクリックします。１月づつ

移動します。
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印刷：印刷用の画面は他の画面と異なりメニューが上についています。納品書・請求

書、定期メンテナンス報告書では宛名印刷設定メニューがあり請求書等を印刷

する際に、宛名印刷登録するよう設定できます。プリンターの選択は初めて印

刷する際に選択画面が出ますが、それ以外の時にプリンターの選択をする場合

はプリンター選択メニューを使います。

なお、窓付封筒で請求先が見えるよう請求書の書式の変更したり、ロゴの挿

入して会社独自の請求書としたい場合、ロゴの画像ファイル等をお送りいただ

ければ、当協会が実費にて作成致します。（株）ジャイブコンピュータの「Jive
Repport パーソナル版」を購入していただくと、自社で変更することも可能で

す。

請求書印刷画面
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定期メンテナンス報告印刷画面
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宛名印刷では用紙設定メニューでタックシールの種類が選べます。

宛名印刷画面
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９．システム管理

１）接続の設定

ＬＡＮで接続した他のコンピューターからアクセスするときに使います。「マイ

ネットワーク」から MySQL を起動したコンピュターの名前を探し、その名前を設定

変更の枠に入力し「設定を変更して接続」ボタンをクリックしてください。

なお、「localhost」は、MySQL を起動したコンピュター自身からアクセスする場合

です。

２）データのバックアップ

データの消去など、万一のトラブルに備えてデータをバックアップします。バック

アップデータはＳＱＬ文のテキストファイルになりますので、元のデータベースに復

元するほか、他のＳＱＬサーバーにも使うことができます。ファイルは文字コードが

通常 Windows で使われる SJIS ではなく utf8 になっている為、メモ帳では文字が正

常に表示されません。必要な場合は、 utf8 を表示できるテキストエディタを使い少

し加工した後 SJIS に変換すればＥｘｃｅｌのデータにすることもできます。（フリ

ーのテキストエディタにも utf8 を表示し、 SJIS に変換出来るものが多くあります。）

ただし、セキュリティ面からは大変脆弱ですので保存場所には注意してください。

３）バックアップデータの復元

万一の際に、２）で保存したファイルを使ってデータベースをバックアップしたと

きの状態に復元します。

１０．ＦＡＱ

良くある質問にお答えします。この他にご質問があった場合はホームページに回答を掲

載するようにします。

Ｑ）部品販売だけで対象船が無い場合は取り扱えないのか？

Ａ）取り扱えます。船名の欄をブランクのままにし、工事内容を部品販売とします。（部

品販売を船名として登録してもかまいませんが、顧客ごとに登録する必要がありま

す。）

Ｑ）日報入力では、機関整備だけでなく社内打合せ、棚卸し作業など社内作業もあるが

Ａ）工事登録で船主名を自社にして登録します。基本データ「作業項目」で「作業部位」

に「自社作業」が、その下に「打合せ・会議」他が登録されています。必要場合は

項目を変更・追加してください。移動時間など拘束時間として請求に含める場合は

「作業部位」の「その他」の下に移動を登録した方が良いかも知れません。実情に

合わせ工夫してください。なお、自社に対する請求書を作成すると社内作業のコス

ト管理に役立つと思います。
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１１．その他

このシステムで使用しているデータベース管理プログラム MySQL については、その

使用・配布について次の制限がついています。

「もしあなたが MySQL を使ったソフトウェアを開発し、他の人に配布しようとして

いる場合、それは有料、無料、評価版、製品版にかかわらず、あなたの開発したソフト

ウエアを GNU GPLに従い配布するつもりがなければ、コマーシャルライセンスの購入

が必要となります。」

このシステムはコマーシャルライセンスを購入せず、GNU GPLに従い配布しており

ますので、ご希望の方にはプログラムソースを提供し、このシステムの改変、再配布を

認めます。プログラムソースが必要な方は当協会にご連絡ください。なお、プログラム

は Embarcadero Technologies社の「C++Builder 2009」、ジャイブコンピュータ社の「Jive
Report」及びフリーのコンポーネントを使い開発しており、ソースの編集、コンパイル

にはそれらを購入または入手していただく必要があります。

なお、このプログラムの改変、再配布についても GNU GPLに従う必要がありますの

でご注意ください。GNU GPL の内容についてはフォルダ「Mesa」－＞「mysql」－＞

「licenses」の中の「COPYING」をお読みください。

以 上


